
再評価結果（平成２８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：川﨑 茂信

事業名 一般国道５１号 北千葉拡幅 事業 一般国道 事業 国 土 交 通 省
きた ち ば かくふく

区分 主体 関東地方整備局

起終点 自：千葉県千葉市若葉区貝塚町 延長
ち ば けん ち ば し わ か ば く かいづかちょう

至：千葉県佐倉市馬渡 7.6km
ち ば けん さ く ら し まわたし

事業概要

国道５１号は、千葉県千葉市、成田市、茨城県鹿島市、水戸市を結ぶ延長１２４kmの幹線道路である。

北千葉拡幅は、国道５１号の混雑緩和、交通安全の確保、道路ネットワーク機能の強化を目的に計画され

た、延長７．６kmの現道拡幅事業である。

S46年度事業化 S44年度都市計画決定(4.5km) S48年度用地着手 S57年度工事着手

S60年度都市計画変更(4.5km)

H20年度都市計画決定(3.1km)

全体事業費 約236億円 事業進捗率 81% 供用済延長 3.8km

計画交通量 27,300～42,800台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 1.4 43/ 471億円 238/ 673億円 平成27年

事 業 費： 33/ 449億円 走行時間短縮便益： 225/ 614億円

(残事業) 5.5 維持管理費： 11/ 21億円 走行費用減少便益： 10/ 44億円

交通事故減少便益： 2.8/ 15億円

感度分析の結果

【事業全体】交通量 ：B/C＝1.4～1.5（交通量 ±10％）【残事業】交通量 ：B/C＝ 5.4～5.9(交通量 ±10％）

事業費 ：B/C＝1.4～1.4（事業費 ±10％） 事業費 ：B/C＝ 5.1～6.0(事業費 ±10％）

事業期間：B/C＝1.3～1.6（事業期間±2年） 事業期間：B/C＝ 5.1～5.9(事業期間±2年）

事業の効果等

①国道５１号の混雑緩和

・当該事業区間の損失時間は125.9千人時間/年・km。

・吉岡十字路と坂戸の交差点は、交差道路側も含め、右折車の直進阻害や大型車の影響のため、主要渋滞

箇所に位置づけられている。特に吉岡十字路においては、朝の時間帯に顕著な渋滞が発生している。

・４車線開通により損失時間が減少、引き続き北千葉拡幅の整備により渋滞緩和が見込まれる。

②国道５１号の交通安全の確保

・当該事業区間の死傷事故率は72.7件/億台・km。

・拡幅未整備区間の死傷事故率は55.9件/億台・kmで追突事故が約７割を占めている。

・４車線開通により死傷事故率が約1割近く減少、引き続き北千葉拡幅の整備により交通事故減少が見込

まれる。

③道路ネットワーク機能の強化

・国道51号（北千葉拡幅区間）は、第一次緊急輸送道路に指定されている。

・現道が拡幅整備されることにより、緊急輸送を円滑に行うための幅員が確保されるとともに、高速道路

ＩＣ、広域防災拠点や災害拠点、病院などへのアクセスが向上し、所要時間の短縮も図られ、道路ネッ

トワーク機能の強化に寄与する。

関係する地方公共団体等の意見

千葉県知事の意見

国道５１号は、本県の幹線道路網の骨格を形成し、成田国際空港へのアクセス道路として、重要な道路

です。

本事業のうち、吉岡十字路交差点をはじめとした、未整備区間においては、慢性的な渋滞が発生してお

り、また、歩道も狭く、歩行者の安全な通行に支障をきたしているところです。

また、沿線では、成台中土地区画整理事業が進み、今後、交通需要の増加が見込まれることからも、事

業の継続により、速やかに用地を取得し、早期に交通混雑の緩和と安全安心な歩行空間の確保を図ってい

ただきたい。

千葉市長の意見

北千葉拡幅事業は、京葉道路及び国道１６号に直結する、国道５１号の混雑緩和と交通安全の強化を目

的とした事業で、４車線に拡幅し、歩道と中央分離帯を設置する整備により、交通の円滑化と交通事故の

減少に大きく期待できる事業であることから、引き続きコスト縮減に努めながら事業の早期完成を図られ

たい。



事業評価監視委員会の意見

事業の継続を承認する。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

・昭和５３年に成田国際空港が開港し、国際貨物取扱量が増加、成田空港の拡張や周辺地域の宅地造成が

進んだ。

事業の進捗状況、残事業の内容等

・昭和46年度に事業化、事業進捗率81％（H27年5月）

・平成7年度に起点側延長2.7km、平成21年度に延長1.1kmの4車線整備を行い、開通済み。

・事業区間(L=7.6km)の用地取得率は77％まで推移。（H27年3月末）

・未整備区間については、平成15年度より用地取得に着手。

今後は、早期工事着手に向け、地元等と調整を図りながら、用地取得を推進。

・平成27年度より、右折車による直進阻害が渋滞要因となっている吉岡十字路交差点の改良工事に着手。

・引き続き、未整備区間（2/4車線)区間の用地取得の推進し、改良工事に着手。また、坂戸交差点付近で

実施されている四街道市成台中土地区画整理と連携し、早期開通を目指し事業の推進を図る。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

・未整備区間では、現況流末である河川排水路（市管理）を計画流末に利用することとしており、河川改

修計画が策定されていないことから河川管理者と雨水調整施設の整備等について協議を行っている。現

在、雨水調整施設の容量、設置位置や放流方法等の計画案に対して合意に至らず協議に時間を要してい

るが、平成２８年度合意に向け協議を行っている。

・吉岡十字路交差点の暫定改良に際しては、用地難航箇所があることから、暫定雨水調整施設の見直し、

線形変更による左折レーンの設置など、新たな暫定改良範囲及び設計が生じたことから、関係機関協議、

地元との調整が必要となった。

・今後は未整備区間（2/4車線)の用地取得を推進し、改良工事に着手。

施設の構造や工法の変更等

－

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の事業の効果及び進捗状況、関係する地方公共団体等の意見、事業評価監視委員会による審議を踏

まえると、事業の必要性、重要性は高いと考えられる。

事業概要図

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

※総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。


